
はじめに

　筆者は、救助活動中に感じた着衣状態での水

泳の困難さの体験から、野外活動研究者として

着衣泳研究の必要性を感じ、１９８０年から埼玉大

学の授業で地道に着衣泳指導を実践してきた。

それから１０年後の１９９０年、相模川で発生した水

難事故をきっかけに、着衣泳はマスコミで取り

上げられるようになり、小学校等への出張指導

へと発展し、やがてビデオや書籍で普及が図ら

れ、２０年後の１９９９年には、学習指導要領に記述

がなされて学校教育に定着することになったの

である。

　この間のいきさつについては筆者のみが知る

ところが多いので、着衣泳について、その始ま

りから、学習指導要領に記述がなされるまでの

経緯について明らかにしたい。

　なお、着衣泳とは、着衣状態で不意に水に落

ちた時の対処法の総称である。

１　着衣泳研究の始まり

　１９７７年夏、筆者らが秩父湖に流れ込む入川

（いりかわ）の川岸で小学生キャンプ教室を行

っていた時のことだった。増水した川に小学生

が落ちて流された。

　「あ、危ない。子どもが流されていく」

　すかさずスタッフが川に飛び込んだ。筆者も

飛び込んだ。子どもは無事救助されたが、我々

フタッフは着衣状態での水泳がいかに難しいか

を実感させられた。そして、筆者は、野外活動

研究者として着衣状態での水泳とはどのような

ものかについて研究する必要を感じた。

　１９７９年夏、野沢研究室所属で水泳部員であっ

た石原里美（１９８０）が、卒業論文で「水中にお

ける自己保全能力について」に取り組んだ。

様々な実験を行った結果、以下の結論が得られ

た。

１）着衣の状態では、平泳ぎは服が泳力に及ぼ

す影響は小さいが、クロールは重い腕が空中

を戻るなどの理由から、泳ぎにくい。

２）靴を履いた状態では、平泳ぎは正しいカエ

ル足ができていれば十分な推進力を得ること

ができるが、クロールのバタ足は十分な推進

力を得ることはできない。

３）２５mの速泳タイムは鍛錬者、非鍛錬者共、

平泳ぎで１２５％程度、クロールでは１５７％程度、

着衣状態で増加した。

３）登山時のザックなどは大きな浮力を持って

おり、浮き具として利用できる。

　以上のことから、着衣状態での水泳は平泳ぎ

が適しており、クロールは適さないことが明ら

かになった。

　これらの研究結果に基づき、筆者は教育学部
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小学校教員養成課程の担当授業「体育教材研

究」に着衣状態での水泳を取り入れることにし、

１９８０年以降、毎年実施した。実施内容について

は、着衣状態での平泳ぎとクロールの体験、プ

ールサイドから落ちてプールサイドに戻る練習、

浮くものに捕まって救助を待つ練習などであり、

学生本人に役立つと共に、卒業後に小学生に指

導する内容とし、毎年、工夫を重ねて内容の向

上に努めた。そして、これらの学習内容を総称

して着衣泳と呼ぶことにした。なお、オランダ

を中心に、背浮姿勢でカエル足キックを行うエ

レメンタリーバックストロークと呼ばれる泳法

が着衣泳法として行われているが、日本では平

泳ぎの普及が進んでいることから、平泳ぎを着

衣泳法の中心に据えることにし、エレメンタリ

ーバックストロークの普及は行わないことにし

た。

２　着衣泳がマスコミに登場

　１９９０年６月７日、相模川でバーベキューをし

ていたT大学の学生２０人が、折からの暑さで着

衣状態のまま川に入り、泳いでいるうちに３人

が溺死するという事故が起きた。

　マスコミは、着衣状態での水泳に問題がある

と考え、そのことについての研究者を探した結

果、筆者にたどりついた。当時、他に着衣泳の

研究者はいなかったのである。

　この事故に関連して着衣泳を最初に報道した

のはフジテレビであった。１９９０年７月２６日放映

の「スーパータイム着衣泳」は相模川事故の内

容を伝え、ニュースキャスターが野沢の指導に

より荒川で救助体験をする場面を放映し、着衣

泳の必要性を強調した。８月８日に読売新聞が

「服のまま泳いでみました」を掲載し、８月１９

日には朝日新聞が「さっそく体験、着衣で泳

ぐ」を掲載した。１９９１年７月にはテレビ朝日ニ

ュースモーニングで「着衣泳」が７分間取り上

げられ、８月１０日には日本教育新聞が「着衣泳、

体験して事故を防ごう」を掲載した。

　そして、資料に示したように、以後、筆者は

着衣泳に関する多くの取材を受けることになっ

たのである。

３　荒木チームによる着衣泳研究

　１９９１年１月、荒木昭好東京科学技術大学教授

を中心に「河川の親水化と児童の水辺事故防止

研究会」が作られ、筆者も加わった。これは、

河川を人々が憩える場に方向変換した場合、水

辺事故の増加が予測されるので、そのための事

故防止策を考えるというものであり、建設省の

外郭団体の依頼で研究が始まった。

　研究会の中心メンバーは、当時、埼玉大学の

集中講義「水泳」を筆者と共に担当していた荒

木昭好教授、佐野裕横浜国立大学教授、椿本昇

三筑波大学助教授であった。

　研究会は研究報告書「河川親水化と水辺事故

防止調査研究報告」（１９９２）を作成した。報告書

の内容は、次のようであった。

１）調査目的

２）水辺空間整備と水辺事故の現状

３）水辺での事故防止対策の検討

４）我が国の水泳指導

５）着衣泳の現状と課題

６）着衣泳の課題に関する２、３の実験

７）着衣泳の泳法と指導方法

　この報告書により、着衣泳の内容が更に明ら

かになった。

　筆者（１９９２）は７）において、教員養成の授業

で着衣泳授業を行い、小学校で着衣泳講習会を

始めていたことから、「着衣泳指導カリキュラ

ム」を担当し、小学校低学年児童用及び高学年

児童用の指導案を作成した。

　この報告書によって、着衣泳の科学的研究が

進み、筆者の研究する「教育としての着衣泳」

の位置づけが明らかになったといえよう。

　この研究成果は荒木ら（１９９３）により、「はじ

めての着衣泳」として出版され、同時に同名の

ビデオが発売された。筆者（１９９３）は着衣泳の
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実践方法として、学校での指導の在り方につい

て執筆した。この本とビデオの売れ行きは好調

であり、着衣泳に対する社会的ニーズの高まり

を感じた。

４　着衣泳講習会が始まる

　１９９１年９月、本学卒業生の市川君から電話が

あった。

　「野沢先生、私の勤務する石神小学校で着衣

泳の講習をしていただけますか」

　私は喜んで承諾した。

　これまでは、筆者の授業で着衣泳を体験した

卒業生が、学校長に着衣泳の授業または講習会

を提案した場合、次の４点を主な理由として、

承諾が得られなかったのが常だった。

１）学習指導要領にない内容を、やる必要はな

い。

２）着衣状態でプールに入ると、プールの水が

汚れる。

３）プールは水着で入る所である。

４）着衣状態での水泳は危険であり、事故が起

きる可能性がある。

　学校長の勇断により、１９９１年９月１４日（土）の

午後、新座市立石神小学校において日本初の着

衣泳講習会が開催された。

　珍しい講習会ということで、近隣の学校関係

者が多数見学に訪れていた。講習会は成功裏に

終了し、同席した人々に着衣泳を強く印象付け

ることになった。

　翌１９９２年には新座市立西堀小学校、同陣屋小

学校、大宮明和幼稚園、１９９３年には新座市立大

和田小学校、同栗原小学校、大宮明和幼稚園と、

新座市内の小学校を中心に講習会の輪が広がり

始めた。

　そして、資料に示したように、筆者と野沢研

究室生による着衣泳指導は毎年続けられること

になった。

５　「水泳指導の手引」に着衣泳が入る

　１９９３年５月に文部省（１９９３）から発刊された

学校体育実技指導資料第４集「水泳指導の手

引」において、着衣泳の指導についての考え方

が次のように示された。

 「着衣での水泳指導の取扱いは、どのように考

えたらよいか」の問いに対し、「水から、自己

の生命を守ることは水泳指導の大きなねらいの

ひとつである。したがって、学校の諸条件が許

せば、児童生徒に着衣したままでの水泳を体験

させることは有意義なことといえる」として、

着衣泳を推進する立場を示した。更に、「よく

洗濯したトレーニングウエアなどを用い、平泳

ぎなどでゆっくり泳がせ、距離、時間ともでき

るだけ長く浮遊し続けられることが望ましい」

としている。

　これらの内容は、作成協力者であった高橋伍

郎筑波大学教授の提案で記述されたようであり、

氏の見識が安全水泳を大きく前進させることに

なった。たとえ１ページであっても、文部省が

着衣泳を公認し、教育現場に着衣泳を実践する

許可を与えたことは、極めて大きな前進であっ

た。

６　「クローズアップ現代」に登場

　１９９４年７月６日、石狩川で中学生男子５人が

筏に乗って遊んでいたところ、筏が風に流され、

岸に戻ろうとして川に飛び込んだ３人が死亡し

た。

　ＮＨＫが問題にしたのは次の点であった。

　死亡した３人は泳げ、残った２人は泳げなか

った。ニュースの中で、江別警察所次長が、

「泳げるということが判断を誤らせた。泳げる

と思って飛び込んだものの、力尽きてしまった

のではないか」とコメントした。

　この事実から、ＮＨＫは着衣泳をクローズア

ップする必要があると判断し、着衣泳で番組を

構成することになり、野沢が出演することにな
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った。

　１９９４年８月２６日、ＮＨＫクローズアップ現代

「泳げる人がなぜ溺れるのか─着ている服が命

を奪う─」が放映された。筆者は、水難事故の

現状、水泳指導の日英比較、埼玉大学での実践

例などを話し、「小学校が全国にあり、そこに

プールがあり、指導できる先生がいて、文部省

が指導していいですよと言っているのですから、

皆様、是非実践してください」と締めくくった。

　全国放送の影響は大きく、放映翌日から野沢

研究室に電話が殺到した。番組のビデオが欲し

い、着衣泳の指導内容を教えて欲しい、どこで

講習を受けられるか、というものであり、教育

関係者、水泳関係者、議員、消防関係者などか

らの問い合わせが多かった。

７　ビデオ 「着衣泳実技トレーニング」 出版

　クローズアップ現代に出演して数日後、「は

じめての着衣泳」を出版した山海堂から電話が

あった。

　「先生、小学校の授業で着衣泳を行うための

モデルビデオを作りませんか」

　その時、埼玉大学教育学部附属小学校に野沢

研究室出身の関克則先生がいることが、すぐに

頭に浮かんだ。私は喜んで承諾した。

　附属小学校長の許可を得て、関先生担任の６

年３組をモデルにビデオを作ることになった。

撮影は同年９月１７日に行われた。

　ビデオ作成にあたって留意したことは、これ

までの実践から内容を絞り込むことであり、次

の５点を強調することにした。

１）服も靴も脱ごうとしない。

２）泳ぐならクロールよりも平泳ぎがよい。

３）浮くものがあったら捕まって救助を待つ。

４）水に落ちたら一番近くの岸に戻る。

５）水に飛び込まなくても救助する方法がある。

　１）では脱ぐ体験をさせ、いかに難しいかを

学ばせる。２）では二つの泳法で泳がせ、比較

して平泳ぎがよいことを学ばせる。３）では空

のペットボトルを使ってラッコ浮きを学ばせる。

４）はＵターン練習と呼び、５）の救助練習と共

に学習させる。

　野沢ら（１９９５）による文部省選定ビデオビデ

オ「３０分でわかる着衣泳実技トレーニング」は

１９９５年５月に発売され、同時に荒木、野沢

（１９９５）編著による「これ一冊でわかる着衣泳

実技トレーニング」が発刊された。

　このビデオの影響は大きく、各地で着衣泳授

業が始まるきっかけになった。

８　ビデオ「命を守る５つの方法」作成

　１９９６年１月、財団法人競艇保安協会から、着

衣泳ビデオの作成依頼があった。「全国の警察

及び教育委員会に配布して着衣泳の理解を深め

てもらうビデオ」という趣旨であったので、命

を守る５つの方法をわかりやすく解説する内容

にした。野沢（１９９６）が作製したビデオの内容

は次の通りであった。

１）服も靴も脱がない（脱がない原則）

　　靴も服も脱ぐのは難しく、脱ごうとすると

時間がかかり、苦しい。服は脱ぐと寒くなる。

従って、服も靴も脱がずに浮き身や平泳ぎで

対応することが望ましい。

２）一番近くの岸に戻る（Ｕターンの原則）

　　岸から落ちたら岸に、ボートから落ちたら

　ボートに戻る。

３）浮くものに捕まる（ラッコ浮きの原則）

　　小さい浮力体でも、大きい浮力体でも、そ

　れをラッコのようにお腹の上に持ってくれば

　楽に浮くことができるので、その状態で救助

　を待つとよい。むやみに泳がない。

４）泳ぐならクロールよりも平泳ぎ（平泳ぎの

　原則）

　　クロールはバタ足が効かず、腕が空中を戻

　るので、体が沈みやすく泳ぎにくい。平泳ぎ

　はキックも有効に働き、腕も水中を戻るので

　泳ぎやすい。

５）飛び込まないで助ける方法がある（飛び込
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　まない原則）

　　大声で人を呼ぶ、浮くものを投げる、長い

　棒やロープで助けるなどの方法がある。泳い

　で人を助けるのはとても難しく、危険である。

９　着衣泳が学習指導要領に入る

　１９９９年５月発刊の「小学校学習指導要領解説

体育編」、第３節、第５学年・第６学年の目標

及び内容における水泳に、着衣泳について次の

ような記述がなされた。

　「なお、着衣のまま水に落ちた場合の対処の

仕方については、各学校の実態に応じて取り扱

うことができる」

　この時点で、ついに着衣泳が学習指導要領で

実施を認められた。筆者が着衣泳の研究を開始

してから２０年後のことであった。

まとめ

　着衣泳が社会に認められ、学校教育に定着で

きた背景として、特に次の点が重要であったと

考えられた。

１）研究の初期の段階から、野沢が、着衣泳は

　小学校の水泳の授業に入れるべきであるとい

　う信念を持ち続けたことが、着衣泳の普及に

　つながった。

２）エレメンタリーバックストロークにこだわ

　ることなく、平泳ぎを中心とした日本型着衣

　泳にしたことで、社会に受け入れられた。

３）科学的研究成果の発表による着衣泳の普及

　ではなく、小学校等における講習会という実

　践の場を通じての普及が、マスコミを巻き込

　むことになり、効果を上げた。

４）学校やマスコミなどの、様々な指導や取材

　などの要請に、時間の許す限り丁寧に応えた

　ことが普及を促した。

５）条件に応じた対処法を提案するのではなく、

　「命を守る５つの方法」という形で、分かり

　やすく、はっきりと、早い段階から５つの内

　容を提案したことが普及を促した。

６）荒木先生、佐野先生、椿本先生をはじめ、

　研究室生や卒業生、出版社の方々など、多く

　の人々に恵まれ、これらの人々の助けによっ

　て着衣泳は普及、発展した。

７）最後に、筆者と野沢研究室の学生、が最後

　まで着衣泳の普及に情熱を持ち続けたことを

　挙げたい。

　本稿は、着衣泳の始まりから、学校教育への

定着までの経緯を分析したものであるが、着衣

泳の研究や普及はその後も続けられ、現在はラ

イフジャケット教育をも含んで発展している。

　着衣泳と共に歩んだ３０年間は、筆者にとって

充実した年月であった。着衣泳に出会えたこと

を感謝すると共に、筆者を支えてくださった多

くの方々に謝意を表したい。
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石原里美（１９８０）水中における自己保全能力につ

いて，埼玉大学野沢研究室卒業研究

文部省（１９９３）水泳指導の手引（改訂版），学校体

育実技指導資料第４集，ｐ.１１１

文部省（１９９９）小学校学習指導要領解説体育編，東

山書房，ｐ.７７ 

野沢巖（１９９２）着衣泳指導カリキュラムの検討，

河川親水化と水辺事故防止調査研究報告，財

団法人リバーフロント整備センター，pp.１２６

－１５９

野沢巖（１９９３）着衣泳の実践方法，はじめての着

衣泳─服を着たまま泳ぐサバイバル・テクニ

ック─，山海堂，pp.１００ － １２１

─ １７ ─



野沢巖（１９９５）着衣泳実技トレーニング，これ一冊

でわかる着衣泳実技トレーニング，山海堂，

pp.２３-８３

野沢巖（１９９６）服を着たまま水に落ちたらどうする

か─命を守る５つの方法─，財団法人競艇保

安協会

資　　料

　

─取材協力・助言・指導─

１.　１９９０年７月 「スーパータイム着衣泳」 ７分番組，

フジテレビ，７月２６日放映

２.　１９９０年８月「服のまま泳いでみました」読売

新聞，８月８日掲載

３.　１９９０年８月「さっそく体験，着衣で泳ぐ」朝

日新聞，８月１９日掲載

４.　１９９１年７月「着衣泳」７分番組，テレビ朝日

ニュースモーニング

５.　１９９１年８月「着衣泳，体験して事故を防ごう」

日本教育新聞，８月１０日掲載

６.　１９９２年７月「プールに入る前に─水の季節の

安全と健康─」５分番組，日本テレビニュー

スプラス１

７.　１９９３年６月「不慮の事故に備えて，着衣水泳

を体験」毎日新聞，６月１６日掲載

８.　１９９４年７月「服着たまま水に落ちたら，学校

は実態に即した訓練を」埼玉新聞，７月２５日掲

載

９.　１９９４年８月「クローズアップ現代─泳げる人

がなぜ溺れるのか．着ている服が命を奪う─」

NHK８月２６日放映

１０.　１９９４年８月「おぼれた者はワラをもつかめ～

水難事故で慌てないために」クロスワードレ

ディース，４９，世界文化社，p.３３

１１.　１９９４年１０月「身を守る着衣泳のすすめ」経済

往来，４６－１０，経済往来社，pp.８４－８７

１２.　１９９５年６月「埼玉大学公開講座着衣泳講習会」

ネットワーク日本，NHKラジオ６月２７日放送

１３.　１９９５年７月「生命を守る着衣泳」一都六県埼

玉県便り，NHKテレビ７月１日放映

１４.　１９９５年７月「水難事故、あなたの服が命を奪

う」生活ホットモーニング，NHKテレビ７月

３日放映

１５.　１９９５年７月「水難事故が増える季節，服を着

たまま落ちたら」聖教新聞，７月１８日掲載

１６.　１９９５年７月「着衣泳，サバイバルスイミング

５カ条」赤旗（日曜版），７月３０日掲載

１７.　１９９５年７月「着たままドボーン，与野で着衣

泳法講座」埼玉新聞，７月２８日掲載

１８.　１９９５年７月「のぞいてみました，着衣水泳」

月刊ベターホーム，３２－９，（財）ベターホーム

協会，pp.５０－５１

１９.　１９９５年８月「もし服を着たまま水に落ちたら」

朝日新聞，８月１９日掲載

２０.　１９９６年６月「着衣で泳いでサバイバル」はつ

らつ１８－７，pp.２１－２３，保健同人社

２１.　１９９６年６月「着衣泳について」おはようラジ

オセンター，NHK，６分，６月２７日放送

２２.　１９９６年７月「埼玉大学公開講座着衣泳講習会」

読売新聞ニュース，日本テレビ，５分，７月９

日放映

２３.　１９９６年８月「着衣水泳で防げ水難事故」埼玉

新聞，８月４日掲載

２４.　１９９６年８月「着衣泳について」FM群馬、８分、

８月７日放送

２５.　１９９６年８月「着衣泳について」NHK，８分，８

月２３日放送

２６.　１９９７年１月「着衣泳の心得」坂戸市防災マッ

プ，坂戸市

２７.　１９９７年６月「着衣の水泳」BIG TOMORROW

 VOL. ２０４：２６－２７

２８.　１９９７年６月「水難事故，あなたの服が命を奪

う」生活ホットモーニング，NHKテレビ６月

２７日放映

２９.　１９９７年７月「基本のき─着衣水泳─」朝日新

聞７月１３日朝刊掲載

３０.　１９９７年７月「チグハグ着衣水泳訓練」富山読

売新聞７月１７日朝刊掲載

３１.　１９９７年８月「身に付いた─着衣泳」読売新聞

８月１４日夕刊掲載

３２.　１９９７年８月「着衣泳」Prime 熊本県スポーツ

振興事業団，VOL. １４：３ － ７

３３.　１９９７年８月「水泳」今野美沙子の科学館，テ

レビ朝日，８月１６日放映

３４.　１９９８年６月「読者の着衣泳体験記」サンケイ

新聞６月４日朝刊掲載

３５.　１９９８年６月「学校の着衣泳」朝日新聞６月１３

日朝刊掲載

─ １８ ─



３６.　１９９８年６月「着衣泳体験記」Just Health.

３７.　１９９８年７月「生活探検・着衣泳教室」読売新

聞７月１６日朝刊掲載

３８.　１９９８年７月「着衣泳」日本テレビ：報道特捜

プロジェクト，７月２５日放映

３９.　１９９８年７月「着衣泳」テレビ埼玉：ニュース

特集，７月３０日放映

４０.　１９９８年９月「濁流に落ちた時の対処法」文化

放送：梶原しげるの本気でどんどん，８月２８日

放送

４１.　１９９８年９月「着衣泳」毎日新聞９月３日朝刊

掲載

４２.　１９９９年６月「ためしてガッテン」NHK，６月３０

日放映

─実技指導─

１９９１年　新座市立石神小学校 

１９９２年　大宮明和幼稚園

１９９２年　新座市立西堀小学校

１９９２年　新座市立陣屋小学校

１９９３年　新座市立大和田小学校

１９９３年　新座市立栗原小学校

１９９４年　新座市立片山小学校

１９９５年　埼玉大学公開講座

１９９５年　静岡県大東町教育委員会

１９９５年　与野市立公民館南分館

１９９５年　新座市立第三中学校

１９９５年　新座市立栗原小学校

１９９５年　毛呂山町立毛呂山小学校

１９９５年　東村山市立東村山第四中学校

１９９６年　川口市立芝小学校

１９９６年　新座市教育委員会

１９９６年　競艇保安協会全国講習会

１９９６年　埼玉県高等学校東部支部教員

１９９６年　吉川町立南中学校

１９９６年　蒲郡市海洋スポーツ少年団

１９９６年　富士吉田市教育委員会

１９９７年　熊本県スポーツ振興事業団

１９９７年　相模原市教育委員会

１９９７年　浦和市立木崎小学校

１９９７年　志木市立宗岡小学校

１９９７年　毛呂山町立毛呂山小学校

１９９７年　富山県立山町立立山小学校

１９９８年　蕨市立中央小学校

１９９８年　久喜市立江面第一小学校

１９９８年　毛呂山町立毛呂山小学校

１９９８年　我孫子市中央公民館

１９９９年　国立オリンピック総合センター

１９９９年　宮代町着衣泳講習会講師

１９９９年　越谷西養護学校

１９９９年　我孫子湖北小学校

 （２００９年９月２８日提出）

 （２００９年１０月１６日受理）

─ １９ ─




